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歯
周
疾
患
検
診
の

�
お
知
ら
せ

　
歯
と
口
の
ケ
ア
は
、
自
分
自
身
で
行
う

毎
日
の
手
入
れ
と
歯
科
医
師
に
よ
る
定
期

的
な
健
診
の
両
方
が
必
要
で
す
。
世
代
ご

と
に
ポ
イ
ン
ト
は
違
い
ま
す
が
、
時
間
を

か
け
、
丁
寧
に
優
し
く
歯
磨
き
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

歯
ブ
ラ
シ
に
慣
れ
ま
し
ょ
う

　
乳
幼
児
期
は
、
親
子
で
楽
し
く
歯
磨
き

を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
磨
か

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
親
の
思
い
が

歯
ブ
ラ
シ
嫌
い
に
つ
な
が
っ
て
は
逆
効
果

で
す
。
最
初
は
、
食
事
の
後
、
歯
ブ
ラ
シ

を
口
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
習
慣
づ
け
が

大
事
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
子
ど
も
だ
け

で
は
ま
だ
上
手
に
磨
け
な
い
た
め
、
大
人

の
仕
上
げ
磨
き
も
大
切
で
す
。

中
高
生
の
2
割
が
歯
肉
炎

　
学
齢
期
は
、
親
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

で
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お
や
つ

な
ど
甘
い
も
の
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
、
虫

歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
1
日
に
何
度

も
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
ル
ー
ル

を
決
め
、
子
ど
も
に
も
歯
の
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

中
高
生
の
約
20
％
に
歯
周
病
の
始
ま
り

で
あ
る
歯
肉
炎
が
み
ら
れ
る
と
い
う
デ
ー
タ

も
あ
り
ま
す
。
歯
肉
炎
は
、
歯
垢
が
も
と
で

歯
茎
が
腫
れ
ま
す
。
歯
垢
が
残
ら
な
い
正
し

い
磨
き
方
が
で
き
て
い
る
か
定
期
的
な
歯
科

健
診
を
習
慣
づ
け
れ
ば
安
心
で
す
。

不
規
則
な
生
活
か
ら
歯
周
病
に

　
成
人
期
は
社
会
人
と
な
り
、
多
忙
で
歯

科
健
診
も
怠
る
時
期
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

よ
く
な
い
食
事
や
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

不
規
則
な
生
活
習
慣
に
よ
る
免
疫
力
の
低

下
は
、
虫
歯
や
歯
周
病
が
進
む
原
因
と
な

り
ま
す
。
特
に
、
20
～
30
歳
代
か
ら
の
歯

周
病
の
予
防
が
、
40
歳
以
降
の
歯
の
健
康

を
左
右
し
ま
す
。

　
歯
周
病
は
、
痛
み
や
出
血
に
と
も
な
う

歯
ぐ
き
の
炎
症
に
と
ど
ま
ら
す
、
糖
尿
病

を
は
じ
め
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、
妊
婦
に

は
低
出
生
体
重
児
出
産
や
早
産
な
ど
と
の

関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

80
歳
で
20
本
の
歯
を�

　
80
歳
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
が
あ
る
人

は
約
15
％
で
す
。
20
本
以
上
自
分
の
歯
が

あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
を
噛
み
く

だ
く
こ
と
が
で
き
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
、
歯
が
な
く
て
も
、
口
腔
ケ
ア

は
必
要
で
す
。
口
の
中
の
細
菌
が
肺
に
入

る
と
誤
嚥
性
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

予
防
す
る
た
め
に
、
毛
先
の
や
わ
ら
か
い

歯
ブ
ラ
シ
等
で
歯
茎
や
舌
に
い
た
る
ま
で

全
体
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
、
清
潔
な

お
口
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

健
康
な
体
は
歯
と
口
の

正
し
い
お
手
入
れ
か
ら

　
す
べ
て
の
年
代
で
、
虫
歯
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
口
腔
ケ
ア
に
対
し
て
の

意
識
の
変
化
と
糖
分
の
摂
取
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
虫
歯
予
防
に
は
、

規
則
正
し
い
食
生
活
や
歯
磨
き
習
慣
の
定

着
と
と
も
に
、
歯
の
質
を
強
化
す
る
た
め

の
フ
ッ
化
物
入
り
の
歯
磨
き
剤
な
ど
の
利

用
が
効
果
的
で
す
。

　
歯
周
病
予
防
の
基
本
は
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
で
す
。
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ

シ
等
使
用
し
て
、
歯
と
歯
の
隙
間
を
磨
き

ま
し
ょ
う
。
毎
日
、
丁
寧
な
歯
磨
き
を
し

て
も
、
歯
石
は
つ
い
て
き
ま
す
。
定
期
的

に
歯
科
医
院
を
受
診
し
、
笑
顔
が
似
合
う

健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　
歯
周
疾
患
と
は
、
歯
と
歯
肉
の
境
目

に
細
菌
が
た
ま
り
、
歯
肉
が
赤
く
な
っ

た
り
腫
れ
た
り
す
る
病
気
で
、
症
状
が

進
む
と
歯
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
周
病
は
、
糖
尿
病
や
心
疾

患
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

年
に
一
度
は
検
診
を
う
け
て
、
お
口
の

健
康
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

◦�

検
診
内
容
：
問
診
・
診
察
・
パ
ノ

ラ
マ
Ｘ
線
撮
影
に
よ
る
歯
と
歯
茎

の
状
態
確
認

◦�

対
象
者
：
現
在
歯
の
治
療
中
で
な

い
30
歳
か
ら
70
歳
の
方

◦
検
診
期
間
：
平
成
29
年
3
月
ま
で

◦�

検
診
料
：
５
０
０
円（
70
歳
は
無
料
）

※�

詳
し
く
は
、
健
診（
検
診
）カ
レ
ン

ダ
ー
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
生
を
支
え
る
歯
だ
か
ら
、

�

見
直
し
た
い

　虫歯や歯茎の腫れによる我慢できない痛み。経験した方も
多いでしょう。
　お口の健康は、食べ物を噛むことだけでなく、すてきな
笑顔に欠かせません。時には、他の病気を引き起こす原因に
なるといわれています。
　乳歯が顔を出す赤ちゃんのころから、一生の健康を支えて
くれる大切な歯です。６月４日からの歯と口の健康週間を
機会に、歯の大切さを見直してみてください。

健
康
推
進
課　
健
康
増
進
係

☎
６
５︲０
７
３
７
／

６
３︲４
５
９
１

問
い
合
わ
せ

親
子
で
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
度
中
に
3
歳
6
カ
月
児
健
診
を
受
診
し
た
方
の
う
ち
、
親
子
と
も
に
む
し
歯

が
な
い
・
口
の
中
の
状
態
が
い
い
方
を
7
月
3
日
に
滋
賀
県
で
行
わ
れ
る
「
親
子
で
い
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
推
薦
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
一
次
審
査
を
6
月
8
日
に
実
施
し
ま
す
。

乳
幼
児

期
学
齢
期

成
人
期

高
齢
期

問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課　
母
子
保
健
係　
☎
６
５︲０
７
３
６
／

６
３︲４
５
９
１

6月
4日～10日

歯と口の
健康週間
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�甲賀市職員採用試験

　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分
以降の児童手当・特例給付を引き続き受ける要件
（児童の監督や保護、生計同一関係など）を満た
しているかどうかを確認するためのものです。
　５月末に市が受給者あてに郵送しています現況
届を提出していただかないと６月分以降の手当が
受けられませんので、必ず提出をお願いします。

◦提出期間�
　６月１日（水）～３０日（木）

◦提出場所�
　�　市民窓口センター・旧支所である土山、甲
賀大原、甲南第一、信楽地域市民センター・
こども応援課

　※郵送での提出もしていただけます。

学校教育課　学務係　☎８６-８０１９／ ８６-８３８０
問い合わせ

職員課　人事係　☎６５-０６６９／ ６３-４５６１
問い合わせ

こども応援課　子育て支援係
☎８６-８４２３／ ８６-８０２９

問い合わせ

投
票
所
入
場
券
が

�

「
は
が
き
」に
変
更

　
選
挙
の
際
、
封
書
で
発
送
し
て
い
た
投
票
所
入
場
券
が
、
7
月
執
行
予
定
の
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
「
は
が
き
」
に
変
わ
り
ま
す
。

◦�

は
が
き
は
、
の
り
を
外
し
て
、
広
げ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◦�

１
枚
の
は
が
き
に
２
人
分
の
入
場
券

が
あ
り
ま
す
。（
３
人
以
上
の
世
帯
に

は
複
数
枚
お
送
り
し
ま
す
。）

◉�

入
場
券
に
は
、
期
日
前
投
票
の
際
に

お
書
き
い
た
だ
い
て
い
る
「
宣
誓
書
」

の
様
式
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。
期
日

前
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
お
書
き
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
投
票
い
た
だ
け
ま
す
。

◦�

来
月
執
行
予
定
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。
投
票
所
入
場
券
は
選
挙
権
の
あ

る
18
歳
、19
歳
の
方
に
も
発
送
し
ま
す
。

◦�

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
転
出

先
の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
方
（
引
っ
越
し
て
か

ら
お
よ
そ
３
カ
月
ま
で
の
方
）
が
投

票
で
き
る
機
会
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
選
挙
人
名
簿

の
登
録
基
準
日
に
関
係
な
く
、
甲
賀

市
に
３
カ
月
以
上
住
民
登
録
さ
れ
て

い
た
場
合
、
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
の

案
内
は
が
き
を
発
送
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
６
５︲０
６
６
７
／

６
３︲４
５
６
１

問
い
合
わ
せ

これまで

これから

入場券
在中

料金後
納

郵　便

投票所入場券在中

○○○○ 様

料金後納
郵　便

７月の
参議院
選挙から

　市では、修学の意欲がありながら経済的理由により高
等学校等への修学が困難な方に対して奨学資金を給付
しています。

◦給付の対象�
　次の①から③のすべてに該当する方が対象となります。
　①�滋賀県奨学資金、日本学生支援機構奨学金、また

はこれらに準ずる奨学金の貸与を受けている方
　②�①の奨学金の貸与を受けた日より前１年以上引き続

いて、保護者が市内に住所を有している方
　③�生活保護法に基づく被保護世帯またはそれに準ず

る世帯に属する方

◦給付の額�
　◦高等学校、特別支援学校（高等部）等…月額５，０００円
　◦大学（大学院を除く）等………………月額１５，０００円

◦申請期間　６月１３日（月）～７月８日（金）
◦�申請書類　給付を受けるには、申請書類の提出が

必要です。詳しくは、下記までお問い合わせください。

奨学資金給付制度のお知らせ 児童手当・特例給付
現況届の提出をお忘れなく

受章おめでとうございます
平成２８年春の叙勲、春の褒章、第２６回危険業務従事者叙勲で市内から次の４人が受章されました。

　公立中学校の教諭として、授業研究や教科
指導に努められ、中学校教育の推進に尽力され
ました。公立小学校および公立中学校の教頭・
校長として、地域と一体となった学校教育を推
進されるとともに、県教育委員会事務局職員と
して、教育行政の推進に尽力されました。
　退職後は、不登校生徒への適応指導教室を
行うなど教育相談に努められました。

　昭和４８年４月に甲賀郡消防本部に奉職され、
平成３年に発生した信楽高原鐵道列車事故で
は、救助隊員として数多くの負傷者を救出され
ました。
　予防課長在任時には、職員研修を通じて予防
業務にかかる知識や技術の向上に努められまし
た。また、住宅用火災警報器設置の広報活動
を積極的に行うなど地域における災害防止にも
尽力されました。

　県内で唯一、原木林造成からシイタケ栽培ま
で一貫して経営を行うシイタケ生産者として活
躍されています。原木シイタケ栽培の経営規模
は県内最大であり、山間地の農林家の模範と
なっています。　　
　また、専業林家として地元の林業研究グルー
プに当初から指導的立場で参加し、地域の農林
業の発展に積極的に貢献されています。

　昭和４５年４月に京都市消防局に奉職されまし
た。消防隊の指揮者として、山林火災などさまざ
まな災害現場に出動され、的確な状況判断による
防御指揮により被害の軽減に尽くされました。
　また、総務および予防業務においては、市民
指導の第一線として消防団の事務担当者に対し
丁寧な説明を行い、消防団員の事務処理能力
の向上に努められるなど多大な功績を挙げられ
ました。

春の叙勲
瑞宝双光章

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章

春の褒章
黄綬褒章

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

谷
た に が わ

川藤
と う べ い

平氏（水口町三大寺）

森
も り

地
ち

隆
た か

照
て る

氏（水口町嶬峨）

中
な か

本
も と

清
せ い

治
じ

氏（甲賀町神）

田
た

中
な か

逸
い つ

男
お

氏（甲南町希望ケ丘本町）

封書

はがき

採用職種／人数／資格 受付期間 試験日 合格発表 採用予定日

一般事務（上級）／5人程度
昭和62年4月2日から平成7年4月1日ま
でに生まれた方

6月1日（水）～30日（木）
執務時間中

（8時30分～17時15分）

◦一次試験
　7月24日（日）
◦二次試験
　8月下旬～9月下旬

9月下旬～
10月下旬 平成29年4月1日

看護師／１人／看護師免許
昭和46年10月２日以後に生まれた方

6月15日（水）
までの執務時間中

（８時30分～17時15分）
6月26日（日）午後 ７月中旬 合格発表から

３カ月以内

4平成 28年 6月 1日平成 28年 6月 1日5



中

野

辻　
本　
治　
央

杉

山

南　
部　
芳　
廣

し
が
ら
き
ニュ
ー
タ
ウ
ン

羽　
尻　
克　
哉

小

川

杉　
本　
照　
男

小

川

出

山　
本　
健　
治

上

朝

宮

山　
本　
　
　
顯

下

朝

宮

服　
部　
辰　
生

宮

尻

片　
木　
善　
貴

多

羅

尾

髙　
﨑　
照　
夫

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍

平
成
28
年
度�

区
長
さ
ん
決
ま
る
　
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
市
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た

だ
く
区
長
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

平
成
28
年
度

甲
賀
市
区
長
連
合
会

役
職

（
地
域
区
長
会
）

氏
名

地
域

会　
長

服
部　
辰
生
信
楽

副
会
長

左
近　
律
男
水
口

副
会
長

松
山　
　
仁
土
山

副
会
長

村
山　
庄
衞
甲
賀

副
会
長

森
口　
　
明
甲
南

理　
事

藪
下　
利
男
水
口

理　
事

奥
村
敬
一
郎
水
口

理　
事

曽
我　
俊
治
土
山

理　
事

佐
々
木
茂
己
土
山

理　
事

増
田　
福
永
甲
賀

理　
事

河
合　
定
郎
甲
賀

理　
事

望
月　
善
博
甲
南

理　
事

橋
本　
秀
一
甲
南

理　
事

杉
本　
照
男
信
楽

理　
事

増
田　
直
彦
信
楽

水

口

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

第

１

区

粟　
田　
英　
夫

第

２

区

今　
村　
和　
夫

第

３

区

田　
中　
昇　
造

第

４

区

出　
口　
善　
章

第

５

区

上　
島　
　
　
明

第

６

区

望　
月　
文　
衛

第

７

区

松　
村　
安　
和

第

８

区

中　
瀨　
栄　
一

第

９

区

岡　
　
　
文　
雄

南

区

平　
野　
敦　
子

第

10

区

藤　
橋　
　
　
満

第

11

区

山　
川　
宏　
治

第

12

区

中　
村　
　
　
武

第

13

区

増　
森　
智　
俊

第

14

区

市　
井　
　
　
博

第

15

区

加　
藤　
吉　
治

第

16

区

安　
達　
　
　
洋

第

17

区

谷　
口　
　
　
廣

城

南

区

山　
田　
正　
明

第

18

区

谷　
野　
義　
明

第

19

区

橋　
本　
黄　
市

第

20

区

岡　
　
　
秀　
夫

第

21

区

増　
田　
信　
之

第

22

区

藪　
下　
利　
男

幸
が
平
区

中　
嶌　
　
　
進

林

口

区

中　
尾　
敏　
一

名

坂

区

池　
本　
壽　
志

東
名
坂
区

落　
合　
賢　
二

名
坂
堂
山
区

長
谷
川　
　
　
宏

朝
日
が
丘
区

奥　
田　
康　
之

古
城
が
丘
区

横　
川　
正　
己

東
古
城
が
丘
区

脇　
畑　
武　
志

古
城
が
丘
緑
区

川　
端　
武　
彦

松

尾

区

安　
達　
誠　
一

松
尾
団
地
区

大　
洞　
典　
生

水
口
松
尾
台
区

乾　
　
　
守　
男

中

畑

区

武　
田　
孝
四
郎

新

城

区

西　
野　
久　
則

城
が
丘
区

穗　
積　
哲　
郎

つ
つ
じ
が
丘
区

塩　
田　
清　
昭

今

郷

区

朝　
日　
増　
男

嶬

峨

区

保　
井　
　
　
章

和

野

区

藤　
井　
傅　
逸

八

田

区

山　
中　
善　
明

春

日

区

岨　
中　
　
　
敏

下

山

区

竹　
内　
長　
司

伴
中
山
区

藤　
岡　
　
　
計

山

区

殿　
城　
文　
夫

広
野
台
東
区

髙　
橋　
一　
男

広
野
台
西
区

森　
地　
　
　
進

桜
ケ
丘
区

山　
本　
善　
昭

第
三
水
口
台
区

左　
近　
律　
男

第
四
水
口
台
区

神　
山　
輝　
彦

菅

谷

区

瀧　
井　
博　
道

泉

区

山　
川　
清　
一

酒

人

区

小　
林　
喜
代
次

植

区

澤　
田　
富　
雄

宇

田

区

山　
田　
孝　
一

北

脇

区

飯　
村　
和　
芳

山

手

区

笹　
岡　
志
津
男

宮

前

区

高　
岡　
　
　
治

大
法
寺
区

奥　
野　
敏　
彦

柏

貴

区

小　
椋　
秀　
次

虫
生
野
区

奥　
村　
敬
一
郎

貴
生
川
第
１
区

坂　
　
　
弘　
光

貴
生
川
第
２
区

奥　
村　
和　
博

貴
生
川
第
３
区

田　
中　
恒　
宏

西
内
貴
区

木　
下　
芳　
久

北
内
貴
区

若　
林　
吉　
和

宇

川

区

清　
水　
達　
久

岩

坂

区

西　
川　
勝　
彦

高

山

区

福　
澤　
賢　
一

三
大
寺
区

種　
村　
吉　
一

か
ふ
か
の
丘
区

黒　
田　
貞　
治

三
本
柳
区

谷　
村　
元　
良

牛

飼

区

山　
田　
康　
廣

杣

中

区

富　
永　
　
　
治

山

上

区

田　
中　
喜　
克

岡
の
郷
区

佐
々
木　
哲　
雄

古
城
が
丘
南
自
治
会

飯　
田　
文　
吉

城
内
自
治
会

谷　
口　
幸　
雄

本
丸
自
治
会

千　
代　
　
　
薫

梅
の
木
自
治
会

川　
嶋　
千
亜
紀

警
察
官
舎
自
治
会

佐
々
木　
祐　
太

古
城
が
丘
団
地

山　
下　
道　
昭

西
ケ
瀬
自
治
会

保　
井　
廣　
美

あ
や
の
中
央
自
治
会

林　
　
　
義　
明

土

山

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

大
河
原
１

久　
村　
　
　
浩

大
河
原
２

山　
村　
喜　
造

東

野

１

中　
嶋　
幸　
夫

東

野

２

曽　
我　
俊　
治

西

野

１

上　
野　
英　
一

西

野

２

大　
家　
敏　
幸

黒

滝

安　
村　
文　
紀

上

の

平

井　
上　
直　
喜

中

之

組

平　
子　
稔　
洋

川

西

林　
　
　
　
　
均

黒
川
市
場

中　
嶋　
　
　
稔

猪

鼻

中　
森　
　
　
武

山

中

西　
村　
忠　
三

笹

路

黒　
川　
紀　
男

山

女

原

大　
畑　
弥
寿
司

南

東

安　
井　
正　
行

南

中

谷　
　
　
　
　
晃

南

西

辻　
　
　
定　
男

北

東

平　
井　
　
　
敦

北

芝

中　
村　
　
　
勉

北

中

德　
田　
久　
雄

北

西

松　
山　
　
　
仁

平

子

平　
井　
由
喜
夫

東

瀬

音

加　
藤　
則　
夫

西

瀬

音

福　
井　
治　
男

青

土

谷　
口　
　
　
貢

野

上

野

澤　
　
　
好　
宏

大

澤

藤　
本　
真　
澄

頓

宮

田　
中　
傳　
久

前

野

安　
井　
　
　
睦

市

場

石　
田　
清　
二

徳

原

佐
々
木　
茂　
己

三

軒

家

安　
田　
正　
治

片

山

柚　
口　
浩　
幸

今

宿

三
日
月　
將　
雄

里

　

中　
邨　
三　
男

新

里

柚　
口　
拓　
治

末

田

梅　
本　
眞　
一

寺
前
自
治
会

西　
田　
秀　
次

布
引
自
治
会

橋　
爪　
　
　
登

緑
ヶ
丘
１・
１
自
治
会

日
野
谷　
正　
典

緑
ヶ
丘
１・
２
自
治
会

岡　
崎　
直　
純

緑
ヶ
丘
５
自
治
会

上　
野　
三　
郎

第
２
緑
ヶ
丘
自
治
会

林　
崎　
勝　
広

甲

賀

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

檪

野

山　
下　
康　
雄

神

　

村　
山　
庄　
衞

大
原
上
田

福　
田　
長　
利

大

久

保

大　
原　
　
　
賢

大

原

中

井　
村　
正　
継

拝

坂

藤　
岡　
正　
平

鳥

居

野

中　
島　
利　
勝

相

模

玉　
木　
増　
一

大
原
市
場

中　
井　
寛　
一

高

野

北
相
模　
登　
一

油

日

仲　
上　
喜　
義

上

野

瀬　
古　
良　
夫

鹿

深

台

片　
淵　
秀　
明

田

堵

野

松　
原　
照　
雄

滝

　

増　
田　
福　
永

毛

枚

望　
月　
康　
之

和

田

辻　
　
　
正　
典

高

嶺

吉　
川　
浩　
雄

五

反

田

中　
尾　
　
　
久

小

佐

治

河　
合　
定　
郎

神

保

森　
地　
　
　
純

隠

岐

福　
井　
佳　
章

岩

室

井
ノ
口　
博　
己

甲

南

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

寺

庄

森　
島　
和　
夫

葛

木

吉　
澤　
宏　
文

深

川

山　
本　
日
出
男

深
川
市
場

松　
本　
辰　
夫

稗

谷

松　
本　
善　
樹

森

尻

堀　
内　
幸　
市

宝

木

中　
井　
善　
信

池

田

小　
川　
　
　
智

池
田
団
地

川　
北　
夏　
實

磯

尾

林　
　
　
晶　
義

竜

法

師

森　
川　
憲　
一

野

尻

松　
井　
義　
昌

野

田

黒　
内　
広　
道

杉

谷

望　
月　
善　
博

新

治

土　
田　
光　
雄

塩

野

山　
中　
喜
久
雄

市

原

飯　
田　
治　
一

柑

子

望　
月　
宏　
之

下

野

川

橋　
本　
秀　
一

上

野

川

北　
田　
茂　
樹

下

馬

杉

岩　
田　
孝　
晴

上

馬

杉

村　
治　
栄　
利

耕

心

森　
口　
　
　
明

ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス

杉　
浦　
正　
幸

希
望
ヶ
丘

山　
崎　
史　
良

希
望
ケ
丘
本
町

山　
﨑　
治
三
郎

信

楽

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

長

野

黄　
瀬　
和　
喜

神

山

小　
原　
　
　
鼎

江

田

藤　
田　
幸　
男

田

代

大　
平　
啓　
治

畑

　

増　
田　
直　
彦

宮

町

田　
村　
茂　
治

黄

瀬

田
井
中　
　
　
勲

牧

　

中　
西　
傳　
夫

勅

旨

小　
西　
喜
代
次

丸

岡

杉　
本　
和　
行

西

　

三　
村　
秀　
章

柞

原

上　
田　
金　
幸

※

※�

選
考
中
の
た
め
、
平
成
27
年
度
長
野
区

長
の
名
前
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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▼熊本地震で倒壊した家屋（提供：滋賀県）

　市では、市民の皆さんの安心・安全を守るため
「あいこうか緊急メール」により情報配信サービス
を行っています。
　登録がお済みでない方は、ぜひ配信の登録をお
願いします。

●災 害 情 報　�甚大な被害が予想される気象情
報、地震情報、土砂災害情報など

●目 撃 情 報　�犯罪情報、ひき逃げ情報など警
察からの依頼情報

●注意報等情報　�食中毒情報、交通事故多発注意
報、大気汚染情報など

　登録にあたっては、市ホームページに掲載してい
る「利用上の注意事項」をお読みください。

1.空メールを送信
　◦空メール送信アドレス：touroku@koka-city.jp
　※右のＱＲコードからもアクセス可

2.ＵＲＬ入りメールを受信
　◦�配信希望を登録するためのURL 入りのメール

（配信元アドレス：access@koka-city.jp）が
返信されてくるので、そこにアクセス

3.登録用ホームページで配信希望の情報を登録
　�◦希望する配信の情報を選択し「次へ」を選択
　◦内容がよければ「登録」を選択

4.登録完了メールを受信
　◦��「メール配信登録完了」のメールが送信されて

くると、登録完了

！
に登録を

あいこうか
緊急メール

あいこうか緊急メールによる配信情報の種類

登録方法

危機管理課　防災危機管理係
☎６５-０６６５／ ６３-４６１９

問い合わせ

■
対
象
建
築
物

◦
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅

◦�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
住
宅

◦�

階
数
が
２
階
以
下
か
つ
延
床
面

積
が
３
０
０
㎡
以
下
の
住
宅

◦�

延
床
面
積
の
半
分
以
上
を
住

居
と
し
て
い
る
住
宅

◦�
木
造
軸
組
工
法
で
建
築
し
て
い

る
住
宅

◦�

過
去
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

い
な
い
住
宅

■
申
込
期
限　
11
月
末
ま
で

※�

補
助
申
請
の
合
計
額
が
予
算

額
に
達
し
た
場
合
、
申
込
期
間

内
で
あ
っ
て
も
公
募
は
終
了
し

ま
す
。

■
申
込
窓
口　
住
宅
建
築
課

　
耐
震
診
断
を
受
け
て
、
倒
壊
す

る
可
能
性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た

住
宅（
上
部
構
造
評
点
０
．７
未
満
）

に
つ
い
て
、
上
部
構
造
評
点
０
．
７

以
上
に
す
る
た
め
に
耐
震
改
修
を

す
る
場
合
は
、
改
修
工
事
費
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で

す
の
で
、
耐
震
改
修
を
お
考
え
の

方
は
工
事
を
さ
れ
る
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※�

こ
れ
に
加
え
て
、
県
産
材
の
利

用
数
量
に
応
じ
て
県
産
材
利

用
耐
震
改
修
モ
デ
ル
事
業
補

助
が
5
～
20
万
円
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

※�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の
み

を
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の

補
助
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

お
家
の
耐
震
は
大
丈
夫
で
す
か

　
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
県
な
ど
一
連
の
地
震
の
状
況
を
み
る
と
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
７
割
超
が
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
倒
壊
家
屋
の
半
数
以
上
が
、
耐
震
基
準
の
変
更
と
な
る
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
住
宅
の
耐
震
化
は
、
震
災
時
の
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
最
も
有
効
な
手
段
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対象となる
工事費

50万円超
100万円以下

100万円超
200万円以下

200万円超
300万円以下

300
万円超

耐震・バリアフリー
改修事業補助金 10 万円 20万円 30万円 50万円

木造住宅耐震化
緊急支援補助 ー 30万円 30万円 30万円

高齢者（65歳以上）
世帯割増 ー 10万円 10万円 10万円

補助金合計額 10 万円 60万円 70万円 90万円

  

無
料
耐
震
診
断

１

  

耐
震
改
修
補
助

２

住
宅
建
築
課　
建
築
係

☎
６
５︲０
７
２
５
／

６
３︲４
６
０
１

問
い
合
わ
せ

�

■
狩
猟
開
始
ま
で
の
流
れ

1
狩
猟
免
許
（
網
・
わ
な
・
銃
）
を
取
得

試
験
日

申
込
期
間

第
1
回

7
月
2
日（
土
）

6
月
8
日（
水
）ま
で

第
2
回

9
月
2
日（
金
）
7
月
25
日（
月
）～
8
月
5
日（
金
）

第
3
回

11
月
20
日（
日
）
10
月
12
日（
水
）～
10
月
26
日（
水
）

2
猟
具
を
所
持

［
銃
猟
免
許
］…�

銃
刀
法
に
基
づ
く
猟
銃
所
持
許
可�

→
猟
銃
購
入
→
猟
銃
確
認
（
警
察
）

［
網
・
わ
な
猟
免
許
］…
法
定
猟
具
の
購
入
・
製
作

3
狩
猟
者
登
録
な
ど

猟
を
行
う
都
道
府
県
へ
狩
猟
者
登
録
、
狩
猟
税
の
納
付
な

ど

�

■
市
補
助
制
度
の
概
要

1
狩
猟
免
許
取
得
に
か
か
る
補
助

　
対　
象
：�

試
験
手
数
料
、
滋
賀
県
猟
友
会
が
開
催
す
る
予
備
講

習
会
の
受
講
料
お
よ
び
診
断
料
等
（
上
限
２
万
円
）

2
法
定
猟
具
購
入
等
に
か
か
る
補
助

　
対　
象
：�

狩
猟
免
許
保
有
者
が
法
定
猟
具
を
購
入
・
製
作
す

る
経
費
の
１
／
２

　
限
度
額
：�

わ
な
10
万
円
／
人
・
年
、
銃
器
20
万
円
／
人
・
年�

（
い
ず
れ
も
予
算
の
範
囲
内
）

狩
猟
を
始
め
る

方
を
支
援

　

野
生
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
額
は
年
間

２
千
６
百
万
円
を
超
え
、
深
刻
な
状
況
で
す
。

　
獣
害
を
減
ら
す
た
め
、
市
で
は
、
狩
猟
免
許

の
取
得
や
猟
具
購
入
に
か
か
る
経
費
を
助
成

し
、
ハ
ン
タ
ー
（
狩
猟
者
）
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
の
で
、
狩
猟
を
始
め
よ
う
と
お
考
え
の
方

は
、
ぜ
ひ
補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

獣
害
を
減
ら
す
た
め

試
験
に
つ
い
て　
滋
賀
県
甲
賀
森
林
整
備
事
務
所　

☎
６
３︲６
１
１
６

補
助
制
度
に
つ
い
て　
獣
害
特
別
対
策
室

☎
６
５︲０
７
３
４
／

６
３︲４
５
９
２

問
い
合
わ
せ

8平成 28年 6月 1日平成 28年 6月 1日9



であいこうか DEAI 　
KOKA

 I N T E R V  I E W

世界を見据えたレフティー

� 山
や ま

田
だ

楓
ふ う

喜
き

選手

　

甲
賀
中
学
校
生
徒
会
が
、
５
月
９
日
・
10
日
・
16
日
に
学
校
近
く
の

商
業
施
設
、
駅
、
中
学
校
昇
降
口
で
熊
本
地
震
の
義
援
金
募
金
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
多
く
の
方
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
現
状
に
心
を
痛

め
、「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
で
支
援
し
た
い
」
と
募
金
活
動
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
横
断
幕
と
義
援
金
箱
を
持
ち
、
行
き
か
う
人
々
に
募
金
の

お
願
い
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

環
と
し
て
取
り
組
む
ア
ル
ミ
缶
回
収
の
収
益
金
の
一
部
を
義
援
金
に
充
て

る
こ
と
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

No.1

　甲賀町の油日神社で５月１日、５年に１度奉納される
「奴振り」が奉納されました。
　「頭

とう

殿
どう

」と呼ばれる祭主のお供の行列で、総勢約２５０
人が町内を練り歩きました。道中では、長

ながもち

持を担いだ
長
ながもち

持奴
やっこ

や、華やかな衣装を身にまとった花
はな

奴
やっこ

などが、
独特の歌や身振りを披露し、見物客を楽しませた。
　訪れた人は、「勇壮で伝統のある祭りが地域の方々に
よって継承されていることが素晴らしい」と感心してい
ました。

　市新庁舎現場見学会が、４月３０日に
水口庁舎敷地内の工事現場で開催され、
かふか２１子ども未来会議のメンバーや
一般公募による市民が参加しました。
　新庁舎には、信楽焼や地元産のスギ・
ヒノキなどを使用し、市の文化や地域の
特色を取り入れた開放感あふれる庁舎と
なるよう設計されています。また、防災
拠点としても機能する庁舎となるため、
免震構造を採用し、太陽光などの自然エ
ネルギーを取り入れる整備も行います。
　参加者は、普段見る機会のない工
事現場の様子を真剣な表情で見ていま
した。

　

県
内
の
道
の
駅
を
特
集
掲
載
し
た
滋
賀
県
各
版
の
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
贈
呈
式
が
５
月
12
日
、
水
口
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
は
、
県
内
20
ヵ
所
の
「
道
の
駅
」
の
魅

力
が
特
集
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
電
話

帳
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
道
の
駅
巡
り
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

活
用
で
き
ま
す
。
道
の
駅
・
あ
い
の
土
山
も
、
宿
場
町
の
風
情

と
茶
の
香
り
が
漂
う
道
の
駅
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
係
者
が
来
庁
し
滋
賀
県
道
の
駅
連
絡

会
の
会
長
で
あ
る
中
嶋
市
長
に
完
成
し
た
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

５年に１度の奴
やっこ

振
ふ

り
油日神社

新庁舎のいま
新庁舎建設工事現場見学会

地
域
の
顔
「
道
の
駅
」
が
特
集

滋
賀
県
各
版
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
贈
呈
式

自
分
た
ち
が
で
き
る
支
援
活
動

熊
本
地
震
の
義
援
金
募
金
活
動

▲改札口前での募金活動

▲免震装置の説明を受ける見学者

▲中嶋市長とＮＴＴ関係者がタウンページを披露

▶
華
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
花
奴

▲ノルウェー戦に臨む日本代表メンバー
　（前列左16番が山田選手）

ⓒJFA/PR

No.2

No.4

No.3

今回は、城山中学校３年生で京都サンガ
Ｆ.C.Ｕ-15に在籍し、今年４月にＵ-１５サッ
カー日本代表に初選出された山田選手にお
話を伺いました。４月にオーストリアで開催
された第１３回デッレナツィオーニトーナメン
トでは、欧州や中南米各国代表と対戦し、
見事に準優勝という結果を残されました。

▶代表で監督・コーチから求められたことは？
　監督・コーチからは、パスを受けるという意思表示と守備意識の
向上、そして常にゴールを狙う意識を求められました。何よりも気
持ちの面において、プロをめざし、世界と戦う選手に成長するため
には、自分に何が必要かを考えるよう強く言われました。

▶�山田選手のストロングポイントとこれからの目標は？
　緩急を使ったドリブルと左足のキックですが、より精度を高め、
プロでも通用できるレベルにしたいです。近い目標は、クラブユー
ス選手権と高円宮杯で優勝することです。将来の目標は、プロ・
日本代表・ワールドカップ出場とステップアップしていくことです。

▶�見事にゴールを決められましたが、大会の感想は？
　オーストリア戦では、
チームでコミュニケーショ
ンをとり、パスの連携か
らゴールに流し込むことが
できました。日本ではボー
ルキープができる場面でも
相手のフィジカルの強さか
らボールを失う場面があり、
海外選手と日本選手との違
いを肌で感じました。ⓒKYOTO.P.S ▲ドリブルで駆けあがる山田選手（右）

10平成 28年 6月 1日平成 28年 6月 1日11



東西南北地域市民センター

　山内地域が抱える課題のひとつに「獣害対策」が
あります。自治振興会では、侵入防止柵の計画的な
設置や里山保全による人里との緩衝帯整備をはじめ、
鳥獣捕獲状況分析やドロップネットなどの新技術の導
入を進めてきました。
　また、捕獲した鹿肉を活用したジビエ料理開発や
獣の住家となる耕作放棄地に少果樹「アロニア」を
作付し特産化をめざす取り組みなど有害鳥獣被害を
大幅に軽減す
る対策と山内
夢づくりとし
て地域活性
化対策を連携
して行ってい
ます。

　伴中山にある三十八社には、石の太鼓橋があります。
この橋ができたのは、江戸時代元禄年間（１６８８年～
１７０４年）と云われています。
　地域では「下

げ ば

馬橋
ばし

」と呼ばれ、殿様でもこの橋の前
では馬から下りなければならないとのことからきてい
ます。
　市内にもたくさんの石の太鼓橋がありますが、川や
池に架かっていない橋は、全国的にもめずらしいよう
です。

　
４
月
25
日
、
各
家
々
に
お
獅
子
さ
ん
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　
油
日
神
社
の
獅
子
が
巡
行
し
、
家
内
安
全
と
繁

栄
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
と
と
も
に
５
月
１
日
の
油

日
祭
を
告
げ
る
も
の
で
す
。

　
家
々
で
は
、縁
先
に
お
洗
米
や
葉
付
き
ニ
ン
ニ
ク
、

ネ
ギ
、
山
吹
き
な
ど
の
花
を
供
え
て
お
獅
子
の
お

迎
え
の
準
備
を
し
ま
す
。
や
が
て
、
笛
、
太
鼓
の

音
と
共
に
獅
子
が
や
っ
て
来
て
舞
い
始
め
、「
健
康

に
成
長
で
き
ま
す
よ
う
に
」
と
子
ど
も
の
頭
を
噛

む
光
景
は
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
す
。

　
地
域
の
伝
統
行
事
を
永
く
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
市
の
花
に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
サ
ユ
リ
は
、里
山
に
自
生
し
人
と
共
生
し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
里
山
の
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
市
内
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、「
未
来
に
向
け
て
残
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
地
域
の
方
の
強
い
思
い
か
ら
、
昨

年
、奉
公
山
に
移
植
し
育
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
育
て
る
会
の
田た

代し
ろ

豊と
よ

嗣つ
ぐ

代
表
は
、「
多
く
の
人

に
サ
サ
ユ
リ
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
し
た

い
」
と
話
さ
れ
、
こ
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、

サ
サ
ユ
リ
が
優
美
に
咲
く
里
山
の
復
活
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

　
サ
サ
ユ
リ
は
、
大
き
く
育
つ
と
６
～
７
月
に
か

け
て
美
し
い
花
が
咲
き
、
見
ご
ろ
で
す
。

殿様も馬から下りる太鼓橋
� ［伴谷地域市民センター］

健
康
に
成
長
で
き
ま
す
よ
う
に

�

［
油
日
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

地
域
で
育
て
る
サ
サ
ユ
リ
の
花

�

［
甲
南
中
部
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

獣害対策から地域活性化対策へ
� ［山内地域市民センター］

▶
優
美
に
咲
く
サ
サ
ユ
リ

▲三十八社の石の太鼓橋

▲健やかな成長を願った伝統行事

▲鹿肉を調理している様子

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
の
お
知
ら
せ

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、「
計
量
法
」
で
有
効

期
間
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
有
効
期
間
が
満
了
す
る
前
に
、

新
メ
ー
タ
ー
へ
の
取
替
作
業
を
甲
賀
市
管

工
事
協
同
組
合
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○�

６
月
か
ら
毎
偶
数
月
に
、
甲
賀
市
管
工
事
協

同
組
合
加
盟
業
者
が
対
象
の
お
宅
に
お
伺
い

し
て
、
取
替
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

○�

取
替
対
象
の
方
に
は
、
事
前
に
は
が
き
で
取

替
予
定
日
と
業
者
名
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○�

取
替
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

取
替
時
の
立
会
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
の
際
に
は
、
一
時
的

に
断
水
し
ま
す
。（
通
常
５
～
20
分
程
度
）

○�

止
水
栓
の
不
良
な
ど
で
取
り
替
え
が
で
き
な

い
場
合
は
、
後
日
修
繕
工
事
を
し
て
か
ら
取

り
替
え
ま
す
。

※�

市
が
設
置
し
た
メ
ー
タ
ー
以
外
で
、
有
効
期

間
の
８
年
が
経
過
し
て
い
る
も
の
は
、
所
有

者
に
お
い
て
取
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
的
に
メ
ー
タ
ー
確
認
を

　
急
に
使
用
量
が
増
え
た
と
き
は
漏
水
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
メ
ー
タ
ー
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
（
※
左
図
参
照
）
が
回
転
し
て
い

れ
ば
、
宅
内
給
水
管
の
ど
こ
か
で
水
漏
れ

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
漏
水
箇
所
が
地
下
配
管
な
ど
の

場
合
に
は
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

の
一
部
を
減
額
す
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
水
道
週
間
で
す
。
毎
日
使
う
水
道
水
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
が
、
こ
の
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
水
の
重
要
性
を

考
え
、
水
を
大
切
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☎
８
６︲８
２
０
１

上
下
水
道
総
務
課

☎
８
６︲８
０
１
４
／

８
６︲８
０
３
２

工
事
の
こ
と
は
、
上
水
道
課

☎
８
６︲８
０
１
６
／

８
６︲８
３
９
０

問
い
合
わ
せ

第3回

—信楽流おもてなし—
 自然・陶・茶

10
土～ 日1 23

　３年に１度の「信楽まちなか芸術祭」が
今秋開催されます。今回のテーマは、—
信楽流おもてなしー「自然・陶・茶」。伝
統的なものから新しいものまで数々の焼き
物と出合える場を、まちなかにある各展示
会場で創出します。また、信楽地域の特産
品と焼き物とのコラボレーション企画も行
い、信楽らしい「おもてなし」で来場者を
お迎えします。

会�

場

◦信楽町　まちなか会場
◦陶芸の森会場　
◦MIHO MUSEUM
◦地域会場

信楽まちなか芸術祭実行委員会
（信楽地域市民センター東別館）
☎ 70-2376 ／ 70-3393
公式ウェブページ：http://shigaraki-fes.com

問い合わせ

開
催

第 ５８ 回
水道週間
スローガン
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時 �日時� 所 �場所� 内 �内容� 定 �定員� 対 �対象� 持 �持ち物� ￥�料金� 講 �講師� 申 �申込先� 方 �申込方法� 受 �申込受付日時等� 〆 �申込締切� 問 �問い合せ先� 他その他

情報のまど
information

お 知 ら せ
６月は食育月間
　６月は食育月間です。
　「３食、規則正しく食べる」、「家
族みんなで楽しく食事をする」など、
この機会に皆さんも食生活を見直
し、健康な生活の基礎を築く「食育」
に取り組みましょう。
問 �健康推進課　健康医療政策係�
☎６５−０７０２／ ６３−４５９１

信楽中学校室内温水プール・
トレーニングルーム 
一般開放のご案内
時 �プールは10月31日、トレーニン

グルームは2月28日までの毎週
火･水・金・土曜日（6月20日～7
月15日までは土曜日のみ）

※ご利用には、会員登録が必要です。
問 �信楽中央公民館�
☎82−8075／ 82−2463�
文化スポーツ振興課� �
☎86−8023／ 86−8380

新名神高速道路の夜間通行止め
　新名神高速道路　甲賀土山ＩＣ～
亀山ＪＣＴ（上り車線）間が、工事
により夜間通行止めになります。
時 �①６月１８日（土）２０時～翌朝６時
（約１０時間）（予備日：６月２０日
（月）・６月２１日（火））� �

所 �市役所甲南庁舎
内 �４００ml献血
※予約不要
持 �免許証や保険証など、本人確認

できるもの
問 �健康推進課　健康医療政策係�
☎６５−０７０3／ ６３−４５９１�
滋賀県赤十字血液センター� �
☎０７７−５６４−６３１１

相　　談
税理士による税務相談
時 �６月８日（水）１３時３０分～１６時
３０分（受付１６時まで）

所 �水口納税協会　３階　会議室
定 �予約制で先着６人（１人約３０分）
￥�無料　※要申込
問 �申 �水口納税協会�
☎６２−１１５１／ ６３−０１７３

出張消費生活相談
　インターネットの普及により新し
い詐欺や悪徳商法、多重債務、架
空請求などの消費者問題の相談に
応じます。
時 �６月２０日（月）１３時～１６時
所 �土山地域市民センター
他 �対応者／消費生活相談員
※申込不要
問 �生活環境課�消費生活センター�
☎６５−０６８６／ ６３−４５８２

②７月２日（土）２０時～翌朝６
時（約１０時間）（予備日:７月４日
（月）・�７月５日（火））

　ご迷惑をおかけしますがご協力
よろしくお願いします。
問 �建設事業課　事業調整係　�
☎６５−０７２３／ ６３−４６０１

▼�詳細については、下記までお問
い合わせください。� �
ＮＥＸＣＯ中日本㈱　お客様センター�
☎０１２０−９２２−２２９

事業系ごみ処分手数料を 
改定します
　老朽化するごみ処理施設の改修
整備費の確保や可燃ごみの減量化
を目的として、事業系ごみ処分手
数料を改定します。
時 �平成２８年１０月１日
内 �改定額／現行：１８０円／１０ｋｇ�

　���→改定後：２２０円／１０ｋｇ
問 �甲賀広域行政組合衛生センター�
☎６２−５４５４／ ６２−３６６１

募　　集
献血にご協力ください
　血液は、人工的につくることがで
きず、長期間の保存ができません。
　市の施設でも献血を実施します
ので、ぜひ、ご協力ください。
時 �６月１６日（木）１０時～１２時３０分・
１３時３０分～１５時３０分

甲賀市体育協会事務局　☎86-2343 ／ 86-2443
問い合わせ・申し込み

いい
情報交

流広場

となりまちとなりまち
伊賀市伊賀市伊賀市伊賀市

vol.vol.

6464ここかか
亀山市亀山市亀山市亀山市

甲賀市甲賀市甲賀市甲賀市

行政情報番組�きらめきこうか

学習情報番組
とびだせ！わくわく学習室

番組
ガイド

番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。
（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

　小学生を対象にした学習情報番組を、あい
コムこうか１１チャンネルで放送しています。
各学年・教科のポイントを、わかりやすく１０
分ずつまとめています。ぜひご覧ください。

コーナー名��
放映日 ６月４日～６月１１日 ６月１１日～６月１８日

ふるさと甲賀
歴史探訪 − 古代東海道と

斎王群行
とびだせ！

ワクワク放送室 甲南第一小学校 甲南中部小学校

エンディング 伴谷保育園
ほしぐみ

伴谷保育園
つきぐみ

放送日 ５月３０日～６月５日 ６月６日～６月１２日 ６月１３日～６月１９日

①10分 １年生・国語 ２年生・生活 ２年生・国語
わたしのはっけんしらせたいな 町で発見 かん字のよみ方

②10分 ５年生・社会 ３年生・算数 ４年生・算数
米作りのさかんな地域 割り算 わり算の筆算

③10分 ４年生・理科 ５年生・英語 ６年生・社会
電気のはたらき What�is�this�? 室町遺跡と紫香楽宮

【平日／１日8回放送】�１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・２２時・
２３時３０分

【休日／１日7回放送】１０時・１３時・１５時３０分・１７時・２０時・２２時・２３時３０分

【時間】１７時３０分～１８時（３０分間）
　　　�（再放送　１９時３０分～２０時）

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

問い合わせ 学校教育課　☎８６-８０２０／ ８６-８３８０

※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組
内容を変更する場合があります。

　ノハナショウブはアヤメ科の多年草で1,000種以
上あるハナショウブの原種です。もともとは西之
澤平池周辺に自生していましたが、現在は主に約
2,500㎡の私有地に、約2,000株が植えられており、
地元の人たちによって大切に保存されています。
　三重県の天然記念物に指定されており、６月中
旬に満開を迎える色鮮やかなノハナショウブは、
訪れる人を楽しませています。
�
見 　 頃　6月中旬
と こ ろ　�伊賀市西之澤（伊賀市観光公式サイトを

ご参照ください。URL�http://igakanko.
net/index.php）

アクセス　�名阪国道壬生野ICから車で南東へ約3分
問 合 先　�観光戦略課　☎0595-22-9670�

文化財課　☎0595-47-1285

第19回　花しょうぶまつり 西
にしのさわ

沢のノハナショウブ群落
～さわやかな初夏を彩る～ ～優雅に咲き誇る初夏の使者～

亀山市 伊賀市

　亀山市の花“花しょうぶ”。約4,000㎡と県下
最大級の広さを誇る菖蒲園には、100品種、約
１万２千株の花しょうぶが植えられ、美しく咲く
この季節に花しょうぶまつりを開催します。園内
では栽培指導（販売）、写真コンテスト、出店など、
多くの催しが行われます。
　初夏の一日、色鮮やかに咲き誇る花しょうぶを観賞
しながらゆったりとしたひとときを過ごしませんか。
�
と 　 き　�６月12日（日）10時～15時（雨天決行）
と こ ろ　�亀山公園菖蒲園（亀山市若山町、亀山中

学校北側）
アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」から亀山方面へ

約10分
問 合 先　�花しょうぶまつり実行委員会事務局（（公財）亀

山市地域社会振興会　☎0595-82-7111）

スポーツの振興と、健康増進・競技力向上のため、体育協会加盟団体が主催する球技大会を開催します。
日　程 種　目 会　場 対　象

�６月１１日（土） グラウンド・ゴルフ 水口スポーツの森

市内に在住、通勤、通
学している方
※�競技方法・参加費・
申込方法は、体育協
会事務局までお問い
合わせください。

６月１２日（日）、１月２２日（日） ソフトバレー 水口体育館
６月５日（日）～７月３日（日） 軟式野球 甲賀市民スタジアム、柏木公園野球場

�６月２６日（日） バウンドテニス 土山体育館
�７月１０日（日） ソフトテニス 甲賀中央公園
�７月２４日（日） ターゲット・バードゴルフ 甲南中央運動公園
�８月２１日（日） ゲートボール 信楽運動公園

バドミントン 信楽体育館
�８月２８日（日） サッカー 水口スポーツの森

バスケットボール 水口体育館
１０月�９日（日） 卓球 土山体育館

ソフトボール 土山グラウンド

甲賀市体育協会第１２回市民球技大会
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情報のまど
information 時�日時�所�場所�内�内容�定�定員�対�対象�持�持ち物�￥�料金�講�講師�申�申込先�方�申込方法�受�申込受付日時等�回�参加回数�〆�申込締切�問�問い合せ先�他その他

催　　し
手話奉仕員養成講座[前期]
を開催
時 �７月１３日～１２月７日の期間で全
２３回（毎週水曜日１９時～２１時）

所 �サントピア水口（勤労青少年ホーム）
対 �市内在住・在勤の１８歳以上の手

話経験がない、または手話経験
が概ね１年未満の方

定 �３０人　〆 �６月２０日（月）
￥�無料（但し、テキスト代３,２４０円が必要）
方 �所定の申込用紙（障がい福祉課

設置もしくは市ホームページから
ダウンロード可）に必要事項を記
入のうえ、郵送、ＦＡＸ、持参いずれ
かの方法で提出してください。

問 �申 �障がい福祉課�
☎６５−０７０７／ ６３−４０８５

お 知 ら せ
タバコ病、調べてみませんか
　タバコ病とも呼ばれる慢性閉塞
性肺疾患の検診を今年度から実施
します。
時 �6月～８月の毎週木曜日14時～

16時　※8月11日（木）は除く
所 �信楽中央病院
内 �問診、呼吸機能検査、握力測定等
対 �喫煙者、過去に喫煙していた方、

または家庭や職場で受動喫煙環
境にある方で、市内在住の60歳
以上の方

￥�無料
方 �電話で下記まで
問 �申 �信楽中央病院�
☎82−0249／ 82−3060

催　　し
平成２８年度教科書展示会
　市内小中学校で使用している教
科用図書や、高等学校の教科書の
見本を展示します。
時 �６月１０日（金）～７月７日（木）�
１０時～１８時（金曜日は２１時まで）

所 �甲南図書交流館
問 �学校教育課�
☎８６−８０２０／ ８６−８３８０

平成２８年度市民協働事業 
～母親サポート事業～ 
ＴＵＮＡＧＡＲＵ会
第２回�子育てヒントのワークショップ
時 �６月１０日（金）９時５０分～１１時５０分
所 �大野小学校同窓会館
内 �ワークショップ　アンガーマネー

ジメント　講 �知
ち

田
だ

良
よしひろ

博先生
対 �小学生の親　￥�５００円
定 �先着20人
第３回�梅ジャムつくり
時 �６月２８日（火）１０時～１２時
所 �甲南第三小学校�家庭科室
講 �柑子愛柑梅工房　￥�１,２００円
定 �先着２０人
問 �申 �こども応援課
☎８６−８４２３／ ８６−８０２９

夜
よ ぞ ら

空旅
た び と

人（天体観望会）
「土星の環の正体は？」
時 �６月１１日（土）１９時３０分～２１時３０分
所 �かふか生涯学習館　〆�６月１０日（金）
内 �火星・木星・土星の観望など　￥無料
方 �電話で下記まで　定 �先着２０人
他天候不良・申込者少数の場合、６

月２５日（土）に延期
問 �申 �かふか生涯学習館�
☎８８−４１００／ ８８−５０５５

第４９回 信楽中央病院 健康塾
時 �６月１５日（水）１４時～１６時
所 �信楽保健センター　１階
内 �講座「糖尿病」「血糖値高いだけ

やねん…」そのままで大丈夫！？

定 �約２０人　〆 �６月８日（水）
方 �電話・ＦＡＸ・直接申込　￥�無料
講 �病院スタッフ　他
問 �申 �信楽中央病院�
☎８２−０２４９／ ８２−３０６０

初夏の山草展
時 �６月１８日（土）１０時～１７時�
６月１９日（日）９時～１６時

所 �鹿深ホール（水口町本丸１−２０）
￥�無料
問 �滋賀山草会事務局（担当：植西）�
☎７５−０３７７

第２５回鈴鹿馬子唄全国大会
　全国的にも親しまれている「鈴鹿
馬子唄」の伝承と保存・普及のため、
民謡を愛する皆さんが今年も自慢
ののどを披露します。市内の小学
校児童による馬子唄合唱も見どころ
です。
時 �６月１９日（日）予選９時～／開会式、

決勝、アトラクション１３時３０分～
所 �あいの土山文化ホール　￥�無料
他 �ゲスト／成

なる

世
せ

昌
しょうへい

平�（クラウンレ
コード）、扇

おおぎたに

谷知
ち

里
さと

問 �あいの土山文化ホール（月曜休館）�
☎６６−１６０２／ ６６−１６０３

甲賀市人権教育 
連続セミナー第３回
時 �６月２３日（木）１９時３０分～２１時
（受付１９時から）
所 �土山森林文化ホール
内 �講演「子どもたちの社会的自立

を育むために～特に、学校と家
庭・地域の連携を意識して～」

講 �桒
くわはら

原成
なりひさ

壽（全国人権教育研究協

議会代表理事）
￥�無料　※手話通訳あり
問 �申 �人権推進課　人権教育室�
☎７０−００２２／ ７０−３０１６

青少年の自然体験活動を 
考えるつどい 

「見て、聞いて、感じて」
　自然体験活動について、みんな
で考えてみませんか。
　基調講演や野外活動を実施されて
いる団体の取り組み発表も行います。
時 �６月２８日（火）19時～21時　￥�無料
所 �甲南情報交流センター（忍の里プ

ララ）大ホール　〆 �６月２３日（木）
問 �申 �青少年自然活動支援センター
（社会教育課内）� �
☎８６−８０２２／ ８６−８３８０

公開“共育”講座　“子育て”
“親育ち”を一緒に考えましょう
時 �６月２４日（金）１０時３０分～１２時
所 �日本基督教団水口　会堂（水口

町城東３−２１）
内 �子どもをどう理解するか�

～みんながつくるみんなの学校～
講 �木

き

村
むら

泰
やす

子
こ

　￥�無料
問 �申 �水口幼稚園�
☎６２−０３２９（担当：津田）�
６２−０３３４

第７回甲賀市囲碁大会
時 �６月２６日（日）９時～１６時３０分
所 �柏木公民館２階　大会議室
内 �１人４局打ち　スイス方式で順位決定
￥�2,000円（昼食＋お茶付）
他 �当日参加可��９時～９時３０分受付
問 �申 �水口囲碁クラブ　☎６２−８２７０

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

問  水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

甲賀市民スタジアム　6月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

5・12・26 日 8:30～16:30 甲賀市民球技大会　１部【成人・軟式野球】

11・18 土 8:30～17:00 日本選手権滋賀県支部予選【中学生・硬式野球】

多目的グラウンド　6月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

12・26 日 9:00～17:00 高円宮杯U-18滋賀県リーグ【高校生・サッカー】

18 土 8:30～17:00 甲賀市U-12リーグサッカー【小学生・サッカー】

25 土 9:00～17:00 高円宮杯U-15　サッカーリーグ2016滋賀【中学生・サッカー】

年間予約に供しない一般利用者のための確保日（9月分）のお知らせ 9月分利用申し込み締切日

野球場（市民スタジアム） 多目的グラウンド 陸上競技場 締切日 6月30日（木）

9月10日（土）・25日（日）9月10日（土）・22日（木・祝） 9月25日（日） 抽選日 ７月５日（火）

水口スポーツの森へ行こう　6月の催し

みなくち子どもの森�催し案内

◦�館長が語る�
「いろいろな動物の歯」（展示解説）
日時／６月４日（土）�14時～ 15時
◦�生きものウォッチング�
「甲賀市の花　ササユリの生態」
日時／６月１２日（日）10時～11時
◦しぜんさんぽ（自然散歩）
日時／６月１８日（土）14時～15時
場所／みなくち子どもの森

対�象／「しぜんさんぽ」は幼児から大
人まで。「館長が語る」「生きもの
ウォッチング」は小学1年生以上か
ら大人向け
参�加費／「生きものウォッチング」50
円。「館長が語る」は入館料が必要。
「しぜんさんぽ」は無料
申込／不要

６月のイベント�

問  みなくち子どもの森自然館 　☎ 63-6712 ／ 63-0466

陸上競技場　6月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

12 日 8:30～18:00
なでしこリーグカップ　伊賀FCくノ一�VS�ジェフユナイテッド市
原・千葉　レディース　　キックオフ　１３：００
入場料　大人1,500円　中高生1,100円

18 土 9:00～17:00 関西サッカーリーグ　１部　ルネス学園　VS　アルテリーヴォ
和歌山　入場料�無料　キックオフ　１４：００

26 日 9:00～19:00
JFLリーグ戦　Mi-Oびわこ滋賀��VS��HondaFC　
入場料　一般１，０００円　小・中・高校生５００円
キックオフ　１５：００
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信
楽
町
宮
町
に
あ
る
飯は

ん

道ど
う

神
社
本
殿（
国

指
定
重
要
文
化
財
）
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
２
年
計
画
で
保
存
修
理
事
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

飯
道
神
社
は
飯
道
山
上
近
く
に
建
ち
、

飯
道
山
を
神
体
化
し
た
信
仰
か
ら
始
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
山
岳
信
仰
の
霊
地
と
し

て
崇
敬
を
受
け
、
神
仏
習
合
に
よ
り
、
か
つ

て
同
じ
境
内
に
存
在
し
た
飯
道
寺
と
と
も
に

修し
ゅ
げ
ん験

道ど
う

の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
社
本
殿
は
、
高こ

う
ら
ん欄
擬ぎ

ぼ

し

宝
珠
の
刻
銘
か

ら
慶け

い
あ
ん安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
建
立
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
檜ひ

わ
だ
ぶ
き

皮
葺
屋
根
の

入い
り
も
や
づ
く
り

母
屋
造
で
、
正
面
に
千ち

ど
り鳥

破は

ふ風
、
軒の

き

唐か
ら

破は

ふ風
、
ま
た
正
面
と
側
面
に
裳も

階こ
し

が
付
い
た

装
飾
性
に
と
ん
だ
華
や
か
な
意
匠
が
特
徴
で
、

当
時
の
隆
盛
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
修
理
で
は
、
屋
根
檜
皮
葺
が
耐

用
年
限
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
根
全

面
を
葺
き
替
え
、
ま
た
塗
装
の
退
色
と
剥は

く
ら
く落

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
主
に
外
部
の
塗
装
の
塗

り
直
し
を
行
って
い
ま
す
。

　

文
化
財
修
理
で
は
、
使
用
で
き
る
部
材
は

極
力
残
し
て
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
後
世
に
文

化
財
の
価
値
を
継
承
す
る
た
め
の
独
特
の
修

理
方
法
で
、
あ
わ
せ
て
伝
統
的
な
技
術
も
継

承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

檜
皮
葺
の
方
法
は
、
職
人
さ
ん
た
ち
が
屋

根
の
横
一
列
に
並
ん
で
作
業
し
、
檜
皮
を
ず

ら
し
な
が
ら
重
ね
、
竹た

け

釘く
ぎ

で
固
定
し
ま
す
。

場
所
に
よ
っ
て
葺
き
方
が
異
な
り
、
熟
練
さ

れ
た
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
檜
皮
葺
職
人

の
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
檜
皮
や
竹
釘

を
作
る
の
に
も
た
いへ
ん
な
手
間
と
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
地
域
の
方
が
大
切
に
守
っ
て
き

た
文
化
財
は
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
職
人
さ

ん
に
よ
っ
て
新
た
な
息
吹
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

文
化
財
修
理
は
、
地
域
住
民
と
行
政
、
技

術
者
が
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
作
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

修
理
事
業
は
本
年
十
二
月
末
に
完
了
予

定
と
な
って
い
ま
す
。
伝
統
の
技
で
見
事
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
本
殿
に
出
会
え
る
の
を
楽
し
み

に
、
今
し
ば

ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

▲�文化財修理には多くの職人さんの伝統的な
技術が使われています。

「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ�� http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook�ページ� http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502�甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

火災 救急 救助 その他
甲賀市 28 1148 21 81
前年比 +11 +24 ▲4 +38

平成28年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （4月末現在）

『
６
月
第
２
週
は

�

危
険
物
安
全
週
間
』

　
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
危
険
物
災
害

の
防
止
と
危
険
物
の
貯
蔵
・
取
り
扱
い

の
安
全
を
呼
び
か
け
る
た
め
危
険
物
安

全
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

暑
さ
が
日
ご
と
に
増
し
て
く
る
こ

の
時
季
は
、
草
刈
機
の
燃
料
と
な
る

混
合
油
の
使
用
や
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
が
入
っ
た
携
行
缶
を
用

い
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
同
週

間
を
機
会
に
「
保
管
場
所
は
、
日
光

の
直
射
を
避
け
る
」「
取
り
扱
う
際
は
、

十
分
な
換
気
を
行
う
」「
付
近
で
火
気

の
使
用
が
な
い
か
確
認
す
る
」
こ
れ
ら

の
注
意
点
に
気
を
付
け
、
危
険
物
の

安
全
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

飯
道
神
社
本
殿
の
修
理
事
業

��

甲
賀
の
文
化
財

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６︲８
０
２
６
／

８
６︲８
２
１
６

問
い
合
わ
せ

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　
予
防
課

☎
６
３︲７
９
３
０
／

６
３︲７
９
４
０

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.koka-koiki.jp

問
い
合
わ
せ

　
危
険
物
は
、

　
○
火
災
が
起
こ
り
や
す
い

　
○
火
災
が
拡
大
し
や
す
い

　
○
消
火
が
難
し
い

　
こ
の
よ
う
に
３
つ
の
危
険
性
を

　
持
っ
て
い
ま
す
。

　人権を学ぶことの大切さについて、
考えてみましょう。
　まどみちおさんの詩に、右のよう
なものがあります。
　この「ぼくがここに」は、「ここに
いること」の意味の重要性に気づか
せてくれます。人権の学びは人とし
ての生き方の学びであり、全ての
人々の幸せを実現していくものです。
　まどみちおさんの気づきに、私たち
がどれだけ気づけていけるのか、そし
て、その気づきを、いかに全ての人々
の幸せにつながる行動に移せている
か、私たちの学びには確かな目標と希
望があります。
　家庭や地域、学校・園や職場など
身近な場所や機会を通して、人権の学
びを深めることが大切です。 人権推進課　人権教育室　☎７０‐００２２／ ７０‐３０１６

担当

もっとゆたかに　〜人権を学ぶことの大切さ〜

 

ぼ
く
が
こ
こ
に�

ま
ど
み
ち
お　

ぼ
く
が　

こ
こ
に　

い
る
と
き

ほ
か
の　

ど
ん
な
も
の
も

ぼ
く
に　

か
さ
な
っ
て

こ
こ
に　

い
る
こ
と
は　

で
き
な
い

も
し
も　

ゾ
ウ
が　

こ
こ
に
い
る
と
き

そ
の
ゾ
ウ
だ
け

マ
メ
が　

い
る
な
ら
ば

そ
の
一
つ
ぶ
の　

マ
メ
だ
け
し
か

こ
こ
に　

い
る
こ
と
は　

で
き
な
い

あ
あ　

こ
の
ち
き
ゅ
う
の　

う
え
で
は

こ
ん
な
に　

だ
い
じ
に

ま
も
ら
れ
て
い
る
の
だ

ど
ん
な
も
の
が　

ど
ん
な
と
こ
ろ
に

い
る
と
き
も

そ
の
「
い
る
こ
と
」
こ
そ
が

な
に
に
も
ま
し
て

す
ば
ら
し
い
こ
と
と
し
て
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甲賀市の人口の推移

総数 ９１,９５５ （＋6）人

男 ４５,６８５ （＋3）人

女 ４６,２７０ （＋3）人

世帯数 ３４,４０６ （＋98）世帯

H28.4.30 現在　（ ）内は前月比

６月の延長窓口は
 ７日、１４日、２１日、２８日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である土山、甲賀大原、
甲南第一、信楽地域市民センターで、戸籍・住民票・税関
係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務があります
ので、対応できる内容については下記までお問い合わ
せください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
   ☎ 65‐0683 65‐6338

自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び

石
油
系
成
分
の
少
な
い
植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

広
報
�あ
い
こ
う
か

6
月1日

号
�【
N
o.263】�2016.6.1�発

行

問い合わせ　広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
児
童
や
生
徒
が
描
い
た
絵
を
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

このコーナーでは、
セーフコミュニティに取り組む
市内の団体・企業を紹介していきます。

セーフ
コミュニティこうか

自分の名前のデザイン
土山中学校　２年　冨

と み

永
な が

悠
ゆ う

士
と

さん

ざりがにとあそんだよ
希望ヶ丘小学校　２年　振

ふ り

旗
は た

愛
ま な

美
み

さん

たまごからどうぶつえん
綾野小学校　２年　田

た

中
な か

結
ゆ い

人
と

さん

■「
に
ん
じ
ゃ
え
も
ん
」の
啓
発
に
期
待

　
交
通
対
策
委
員
会
で
は
、
事
故
の
統
計

を
も
と
に
事
故
現
場
の
状
況
や
注
意
す
べ

き
点
を
ま
と
め
、
事
故
防
止
の
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
市
内
で
事
故
が
多
発
し

て
い
る
上
位
５
ヵ
所
に
「
に
ん
じ
ゃ
え
も

ん
」
の
注
意
看
板
を
設
置
し
た
こ
と
で
、

歩
行
者
・
運
転
者
の
目
に
と
ま
る
機
会
が

増
え
、
事
故
が
減
少
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
故
多
発
箇
所
に
は
、
路
面
標

示
を
加
え
る
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
改
善
に
つ

い
て
の
意
見
も
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
連
携
し
て
高
齢
者
の
事
故
防
止

　
高
齢
者
が
当
事
者
と
な
る
事
故
の
多
く

は
、
運
転
操
作
や
安
全
確
認
と
い
っ
た
単

純
な
過
失
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
甲
賀
警
察
署
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
安

全
教
室
を
開
き
、
交
通
ル
ー
ル
の
再
確
認

と
、
身
体
能
力
と
判
断
能
力
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
交
通
対
策
委
員
会
と
も
連
携
し
、
効

果
的
な
高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
に
努
め

た
い
で
す
。

　セーフコミュニティ交通対策委員会で実施された啓発チラシの配布や事故多
発地点での注意看板の設置などの取り組み効果や高齢者の交通事故防止対策
について伺いました。

No.9

甲賀警察署 所 在 地：甲賀市水口町本綾野2-11
☎0748-62-4155／ 0748-62-4653

お話を伺った前田交通課長

注意看板を設置する委員


